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備荒資金組合の防災資機材整
備事業を活用した資機材の整
備

平成３０年度～令和４年度
軽量空気ボンベ２本
赤外線サーマルカメラ１台
自動体外式除細動器２台

令和２年度～令和６年度
軽量空気ボンベ４本
水難救助資機材(PFD)５着

令和４年度～令和８年度
軽量空気ボンベ３本
個人面体１個

備荒資金組合の防災資機材整
備事業を活用した資機材の整
備

平成３０年度～令和４年度
軽量空気ボンベ２本
赤外線サーマルカメラ１台
自動体外式除細動器２台

令和２年度～令和６年度
軽量空気ボンベ４本
水難救助資機材(PFD)５着

令和４年度～令和８年度
軽量空気ボンベ３本
個人面体１個
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事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

近年は自然災害が大型化、頻発化の傾向にあり、効率的な活動及び隊員の安全に配慮した資機材を計画的に整備または更新する必要があることから、現
状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価
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消防活動用資機材整
備事業

大規模・特殊災害に対応するため、効率
的な活動及び隊員の安全に配慮した資機
材を計画的に整備し更新する。

備荒資金組合の防災資機材譲渡事業
を活用した資機材の整備

　平成30年度から令和4年度まで
　2,263,680円のうち令和4年度支
　払分564,040円を支出
　　・軽量空気ボンベ 2本
　　・赤外線サーマルカメラ 1台
　　・自動体外式除細動器 2台

　令和2年度から令和6年度まで
　1,138,500円のうち令和4年度支
　払分282,775円を支出
　　・軽量空気ボンベ 4本
　　・水難救助資機材(PFD) 5着

　令和4年度から令和8年度まで
　619,300円のうち令和4年度支払
　分40円を支出
　　・軽量空気ボンベ3本
    ・個人面体1個

備品購入費95,700円支出
　個人面体3個

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）
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総合
計画
体系

章 3 だれもが安全に暮らせるまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 3-2 消防・救急体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 3-2-1 消防体制の充実


